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職員採穏議織蕊築要項

28．4．22

地方独立行赦法人北海道

(平癒窪9年犠採欄）

’
平成2B年4月1日札幌市北区北19条西11丁目

北海道立総合研究機構電鱈011-747-0055

口受付期限平成28年6月14日（火）［消印有効］
口第1次賦験日平成28年7月3日（日）

口賦験地札幌市

地方独立行政法人北海道立総合研究機構は、平成22年4月に、幅広い研究分野を有する試験研究機関として

北海道の総力を結集した試験研究や技術支援等を進め、自然環境の保全や道民の豊かな暮らしづくり、道内産業
の振興に貢献することを目的に、農業、水産業、林業、工業、食品産業、環境、地質及び建築の各分野からなる

22の試験研究機関を統合して設立した研究機関であり、この採用試験は、各研究分野において研究業務を行う

職員を採用するための試験です。

なお、採用後の身分は地方独立行政法人北海道立総合研究機構の職員となります。

（北海道職員ではありません。）

賦験区分､、採用予定数、主な職務内容及び採用時の勤務予定箇所1

－1－

3ユ

試験区分 採用予定数 主な職務内容L_ 採用時の勤務予定箇所

農業機械

農業経済

作物

獣医

害虫

畜産

1名

1名

2名

1名

1名

1名

農業機械に関する調査研究

農業経済及び農村計画に関する鯛査研究

作物育種及び栽培技術に関する調査研究

家畜疾病の予防に関する調査研究

害虫の発生生態と防除に関する調査研究

家畜の育種、栄養・管理に関する鯛査研究

農業試験場

魚 病

管理増殖

1名
へ

く

3名

ゆ

魚病及び防疫に関する鯛査研究

水産資源の管理及び増養殖に関する調査研究

,水産試験場

森林科学

樹木

1名

1名

森林資源の情報システム及び管理に関する調

査研究
●

Q

組織培養等による樹木の増殖9開発に関する鯛
■

査 研究．

林業試験場

苗類・･きのこ 1名 食用きのこの品種開発に関する鯛査研究 林産試験場

材料工学

化学工学

機械工学

エネルギー

1名

1名

1名

1名

材料技術に関する試験研究並びに企業等への

技術支援

資源循潔及び環境保全技術に関する駄験研究

並びに企業等への技術支援

機械設計及び機械制御に関する賦験研究並び

に企業等への技術支援

エネルギー利用技術に関する試験研究並びに

企業等への技術支援

工業試験場



※「採用時の勤務予定箇所」の所在地については、当機構のホームページ(http://WWw｡hro.or.jp)に記

載しています。

※上記試験区分のうち、いずれか1つしか応募できません。また、申込受付後は試験区分の変更は認めま

せん。

2賦験日程、駄験地等

3求める人材、受験涜格
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試験区分 採用予定数 主な職務杓容 採用時の勤務予定箇所

環境工学 1名
水域の環境保全管理及び活用に関する調査研

究
棄境科学研究センター

地 質 1名 土砂災害を含む地質災害に関する調査研究 地質研究所

建築・都市工学 3名 建築・都市工学に関する調査研究 北方建築総合研究所

試験区分 該験 ｡H
Ｐ

試験日 試験地 ｳ 詠験会場
一‘-ﾄﾞ､､､,-

全試験区分

第1次試験

第2次試験

7月3日（日）

9：30（着席）

16：00（終了見込み）

8月中旬

札幌市

札幌市

受験票でお知らせします。．

第1次試験合格通知書でお知らせし

ます°

?

試験区分 求める人材 4 $受験変格

農業機械
F●

農学に関する基礎知織、

並びに生物生産鍵披工学に関する専門

知職を有する者

昭和62年4月2日以降に生まれた者で
G d

修士課程修了者と同等の能力を有すると認められる者

農業経済

経済学に鶴する基礎知鍛、‘．

並びに農業経済学に関する専門知織を

有する者

昭和62年4月2日以降に生まれた者で
●

修士課程修了者と同等の能力を有すると認められる者

作 物

農学に関する基礎知識、

並びに作物学及び謹遍育種学または園

芸学及び植物生理学に関する専門知繊

を有する者

昭和62年4月2日以降に生まれた者で

捗士課程修了者と同等の能力を有すると認められる者

獣 医

畜産学に関する基礎知鐵、

並びに獣医学に関する専門知餓を有す

る者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

獣医師の資格を有する者または獣医師の資格を取得する

見込みの者

害 虫

農学に関する基礎知蔵、

並びに昆虫学及び生態学に関する専門

知戯を有する者

昭和62年4月2日以降に生まれた者で

怯士課程修了者と同等の能力を有すると露められる者

畜 産

畜産学に関する基礎知蔵、

並びに家畜育種及び家畜栄養・管理学に

関する専門知臓を有する者

昭和62年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると認められる者

魚 病

水産学に関する基礎知織、

並びに魚病学または微生物学に関する

専門知職を‘有する者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると認められる者”



議験区分

管理増殖．

森林科学

樹木

菌類・きのこ

材料工学

化学工学

口

機械工学

■

エネルギ－

環境工学

地・質

建築・都市工学

求める人材

水産学に関する基礎知戯、

並びに水産資源の管理及び燗養殖に関

する専門知臓を有する者

森林科学の分野全般の基礎知麓、

並びに森林情報学及び森林計画学に関

する専門知鐡を有する者

植物学に関する整礎知識、

並びにバイオテクノロジーに関する専

門知鐡を有する者

生物学に関する基礎知臓、

並びに微生物学及び遺伝子工学に関す

る専門知鐡を有する者

材料工学に関する基礎知餓、

並びに金属材料や加工に関する専門知

鎌を有する者

化学工学及び化学に関する基礎知餓、

並びに資源循現及び環境保全技術に関

する専門知繊を有する者

磯械工学に関する基礎知鐡、
f

並びに雛械股計・機械制御に関する専門

知餓を有する者

熱工学及び流体工学に関する基礎知蹴、

並びに燃焼及び熱・エネルギー変換工学

に関する専門知餓を有する者

環境科学に関する基礎知職、

．並びに水環境学、流域環境工学及び水城

生態学に関する専門知繊を有する者

地球科学及び土質工学に関する基礎知

職、

並びに土砂災害を含む地質災害科学に

関する専門知蹴を有する者

.建築学に関する基礎知戯、

並びに建築工学及び都市工学に関する

専門知繊を有する者

受験資絡

昭和62年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると露められろ者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると淫められる者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると認められる者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると露められろ者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士謀程修了者と同等の能力を有すると露められる者

昭和57年4月2日以降に生まれた者で
叩 19

修士課程修了者と同等の龍力を有すると露められる者
■

● ごり

昭和57年4月2日以降}こ生まれた者で

修士課程修了者と同等の能力を有すると露められる者

昭和52年4月2日以降に生まれた者で

惨士課程修了者と同等の能力を有すると露められる者
0

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士際程修了者と:同等の槌力を有すると認められる者

9 －

昭和57年4月2日以降に生まれた者で

修士課程修了者と同等の鰭力を有すると罷められる者
cF

昭和52年4月2日以降に生まれた者で

鯵士課程修了者と同等の龍力を有すると淫められる者
。.彦，

※試験区分によって受験資格（年齢・資格）が異なりますので、ご注意のうえ応募してください。

※受験糞格に配載されている『修士採程惨了者と同等の能力を有すると腿められる者』については、専門
賦験においてその能力を判断するものであり、修士際程修了者や見込者に限定するものではありません。
※次に該当する者は、受験できません。

ア成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む。）

イ禁銅以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者

ウ北海道職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から2年を経過しない者
エ日本国憲法施行の日（昭和22年5月3日）以降において、日本国憲法又はその下に成立した政府を

暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し､又はこれに加入した者

なお、日本国籍を有しない方も受験できますが､.採用日において、法令により永住が認められていな

い人は採用されません。

？←、▼･‐
．■色一‐
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